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前論「アレグザンダ・ベインの感情論の構成」（本間２０１３a）で，アレグ
ザンダ・ベイン（Alexander Bain，１８１８－１９０３）に至るまでの感情論の構
成と，ベイン自身による感情論の構成を検討した。それに基づき，本論では
ベインの『感情と意志』（初版１８５９年，第２版１８６５年，第３版１８７５年，第
４版１８９９年，Bain１８５９；Bain１８６５；Bain１８７５；Bain１８９９）の 感 情 部 分
（前論と同じくこれをベインの感情論と呼ぶ）の内容について詳しく考察す
る。第４版の本文は第３版と同一なので実際に扱われるのは第３版までであ
る。さらに，紙数の関係で第３版での進化論を考慮した上で変更した部分に
関しては，また別の論に委ねなければならない。したがって，本論文では，
主に『感情と意志』初版と第２版におけるベインの感情論を概観することに
なる。
基本的な用語法については「アレグザンダ・ベインの感情論の構成」（本
間２０１３a）と同一である。
第１節 ベインによる「感情」の定義
第１項 心の分割と感情の位置
まず，心の科学の中での「感情」の占める位置を確認するために，２部作
の最初の著作である『感覚と知性』（Bain１８５５）での心の分割論を見ること
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から始めよう。
１８５５年の『感覚と知性』初版でベインは，心（mind）を厳密に定義する
ことを諦め，心が何から構成されているのかを問題とする。心は３つの属性
あるいは能力（attributes, or capacities）を持ち，それは感じ（Feeling）・
行う（Act）・考える（Think）である。最初の感じは感覚（Sensation）と
感情（Emotion）を両方含む。ここまでは明快である。しかし，意識（Con-
sciousness）という用語を導入する点で困難が発生する。意識は３つの能力
どれとも分離できない，としながら，その直後に「３つの用語，感じ・感
情・意識は，実際には心の同一の事実あるいは属性を表すことが見出される
だろう，そして従って現在の説明で使われるだろう」と言い出すのである
（Bain１８５５：１）。包含する用語である「感じ」と包含される「感情」が混同
されて使われる，という驚くべき宣言は感情を巡る言説の混乱を示すもので
あり，その一方で何らかの直観的な冴えがあるような気もする。「感じ」と
は「日光にあたると感じられる熱，花の香り，蜂蜜の甘さ，牛の鳴き声，景
色の美」といった誰もが持つ経験から誰もが感じることであって，特に言葉
では説明できない。感じあるいは感情の品目としては「喜び，悲しみ，不
幸，快適，祝福，幸福（Joy, sorrow, misery, comfort, bliss, happiness）」が
挙げられる。この感じあるいは感情あるいは意識こそが「心」があることの
印（mark）となる（Bain１８５５：２）。
ともかく，このやり方は充分でないと考えたのだろう，１８６４年の第２版
では若干修正される。心は外界あるいは客観界（the External, or Object World）
と対置され，それらは相互に定義し合う。外界が延長（Extension）を持つ
ものとすれば，心はそれ以外のもの，ということになる。これは心の否定的
定義にすぎない（Bain１８６４：１－２）。肯定的定義としてはやはり心の三現象
の枚挙となる。それは，感じ，意志作用（Volition）あるいは意志（Will），
思考あるいは知性（Intellect）あるいは認知（Cognition）。分割自体は初版
と同じである。初版において感じの下に置かれていた感覚は，一部は感じの
下に，一部は思考の下に置かれることになった。「感じ」は第一に快苦
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（pleasures and pains）であるが，それだけではなく，emotion, passion, af-
fection, sentimentも感じの別名になる（Bain１８６４：２）。これは『感情と意
志』初版での言明を受けたものである。そこでは感情が「feeling, states of
feeling１），pleasure, pain, passion, sentiment, affectionによって理解されるも
の全てを含む」とされている（Bain１８５９：３）。この段階で，ベインの中で
は伝統的に微妙に異なる意味を持っていた一連の用語が「感じfeeling」に合
流しており，「感情」と「感じ」がほぼ同義語のように使われていることも
わかる。『感覚と知性』の以降の版でもこの部分は変更がない。感じの品目
としては初版と同様に「喜び，幸せ，至福，快適，悲しみ，惨め，辛さ」が
挙げられるが，初版とは異なり順番がポジティヴなものとネガティヴなもの
をきれいに分けるように並べられている（Bain１８６４：３）。これも以降の版
で変化しない。
しかし，『感情と意志』第２版以降では変更されることになる。心が感じ・
意志・知性に三分割されることは引き継がれるが，感じは第一に快苦であ
り，かつ快苦でない種類の中立的興奮も含む。さらに，一次的感じと二次的
感じに分けられ，前者はいわゆる感覚（自己身体の筋肉的感じと外界の情報
からの感覚的感じ）であり，後者は前者から派生・複合して現れるものでい
わゆる「感情」だ，とされる（Bain１８６５：３；Bain１８７５：３）。ここではむし
ろ，「感じ」と「感情」は明確に区別され，二次的（派生・複合的）感じが
感情だと定義されているのである。これは『感覚と知性』初版に見られた，
感じを感覚と感情に分割するやり方を構築的に説明し直したものとも考えら
れる。その一方で初版に見られた，passion等との関係は無視された。
ベインのたどり着いた「感じ」と「感情」の関係を整理してみよう。初期
には
感じ＝感覚（筋肉感覚＋外的感覚）＋感情（類義語含む）
これが，『感情と意志』第２版以降には
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感じ＝一次的感じ（筋肉感覚＋外的感覚）＋二次的感じ（一次的感じ
の複合＝感情）
となった。従って，「感情」という用語は「感じ」で置き換えることができ
るが，その逆は成り立たない場合がある。『感情と意志』第２版以降で，初
版に見られた「感情」が「感じ」に変更されたのは，おそらくこの理由なの
であろう。
第２項 感じ・感情と身体
ベインは，心理学の説明を脳神経の解説から始めたことで還元主義者のよ
うに見えるかもしれないが，心的現象は身体変化に他ならないと最初から主
張しているという意味での還元論者ではない。『感情と意志』初版では，還
元できるかどうかを考えるよりも，心と物質の間には依存関係がある（より
正確には心の働きが身体に依存する）という認められた事実があるのだか
ら，心の働きに対応する物質的変化（身体変化）に関する法則を求めるべき
だ，と言う。その際にベインがほのめかすのは，重力や電気力・磁気力の本
性がわからなくてもその法則を求めるのが科学的やり方（とベインは明言し
ないが）だから自分もそれに従っているのだ，ということである（Bain
１８５９：４）２）。ベインは不可知論の立場を採っている。どのような仕組みで心
身が関連しているのかという難問を避け，代わりに心の働きが依存している
身体変化があるので，その目に見える身体変化の法則で感情を説明しようと
しているのである。しかし，この不可知論は還元主義に近い。「心身の併存
（concomitance）」（Bain１８６５：３）であれ，「心身の結合（connexion）」（Bain
１８７５：３）であれ，心の働きの変化が依拠する（depend）身体変化の法則が
求められる。心の変化は身体の変化を映しているに過ぎない，とベインはほ
とんど主張しているようなものである。
ベインが認める身体変化の法則は，同時代の力学や電磁気学がそうであっ
たような数量的な関係，そういったものを表すのではない。また，同時代の
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ドイツの精神物理学が求めていたような数学的表現をベインは一切試みな
い。身体変化が起こるメカニズムに関する方向性を示すだけである。感覚器
官や筋肉からの感覚は神経を通じて脳に伝えられ，脳で感じの状態（states
of feeling）である主観的意識（subjective consciousness）を作り出し，そ
こから神経を通じて全身に拡散して身体変化を引き起こす（Bain１８５９：５）。
感情という心の興奮状態と身体的変化が随伴し，脳から全身に拡散するの
で，この考え方をベインは拡散的随伴理論（the theory of diffusive accom-
paniment）と呼ぶ（Bain１８５９：８）。第２版以降では「拡散の法則（the
LAW of DIFFUSION）」と呼称され，「ある印象が感じあるいは何らかの意
識を伴うとき，生じた流れはそれ自体を自由に脳を超えて拡散させ，運動器
官の一般的揺動に導き，内臓にも影響する」と定義される（Bain１８６５：３，
強調は原文）。この法則は，心身が独立しているという説，感情の影響が身
体の局所的（脳中枢や脳自体）に限定されるという説と対立する。裏を返せ
ば，ベインの感情理論は，感情が起こる際には心身が常に随伴し，全身体で
反応する，という理論になる（Bain１８５９：８－１０；Bain１８６５：５－６；Bain
１８７５：６－８）３）。感情は神経波（ときに感情波とも）として全身にエネルギー
を伝えるが，その発現には個人差・文化差があり，感情の品目によって作用
する身体部分が異なっている。感情波の拡散には生得的な道行きは存在する
が決定されているのではなく，教育によって変化しうるし，意志である程度
の制御ができる（Bain１８５９：１２－１５；Bain１８６５：７－８；Bain１８７５：６－８）。
代表的な身体表出は表情の変化で，その本能的（生得的）メカニズムは
『感覚と知性』で論じられている。ただし，そこでの解説はほとんどドイツ
の生理学者ヨハネス・ミュラー（Johannes Müller，１８０１－１８５８）の著作
『人間の生理学ハンドブック』のウィリアム・ベイリ（William Baly，１８１４－
１８６１）による英訳『生理学綱要』（Müller１８３３－１８４０）とチャールズ・ベル
（Charles Bell，１７７４－１８４２）の『表情の解剖と哲学についての試論』（Bell
１８２４）の引用で占められている（Bain１８５５：２７２－２７６）４）。『感情と意志』初
版ではベルの著作のみが参照されている（Bain１８５９：１８－２１，この部分は
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第２版以降削除）。また，感情波が毛細血管を拡張させる作用，すなわち赤
面，についてもベインは言及している（Bain１８５９：２１－２２；Bain１８６５：９－
１１；Bain１８７５：８－９）。
この感情表出を読み取ることも『感覚と知性』で簡単に言及されている。
感じ（快苦など）や感情が一定の筋肉運動と連合したものが感情表出
（emotional expression）なので，他者の感情表出を解釈してその連合として
他者の感じを理解できる。それらは学習によって獲得される。他者の微笑み
はそれ自体が美しいのでそれを見た自分に快が生じるのではなく，かつて微
笑んだ表情をした人が自分に与えた快という記憶との連合が快の感じを生み
出すのである（Bain１８５５：４０１－４０２）。
ベインの「拡散の法則」は，感情の心的側面と身体的側面が随伴すること
を述べている。感情の心的側面（感じあるいは意識）が身体変化の原因とな
るのではない。だからといって心身は独立して相互作用しない別個の存在で
もない。感情という現象が身体変化と同時に心的な感じを生み出す，と考え
ている。これはスピノザ主義に近い立場かもしれない。また，感情波の方向
性は脳から身体へであり，身体から脳へのフィードバックは考慮されていな
い。この身体から脳へのフィードバックによる感じ（あるいは感情）の生成
を考えるのがウィリアム・ジェイムズ（William James，１８４２－１９１０）の感
情理論になる。また，身体的感情表出はある程度生得的だが，それを感情読
み取りに利用する，とベインは考えない。もし利用していると考えるならそ
れはミラーニューロンシステムの考えに近くなっただろう。
第３項 感情形質
一般的な法則を述べた後でベインは，個別の感情品目をどのように区別す
るかについて考察する。感情品目の区別の基準としてベインが挙げるのは，
感情の「諸形質（characters）」である。それは快苦，量と強度，持続，現
前しているものと観念上のものなどがある（Bain１８５９：２３－２７）。以下では，
ベインにおける感情形質の分類を見ていこう。
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感情形質の分類は，心の三分割に従って，まず感情に固有なもの，それか
ら他の２つの部分と関連したもの，最後にそれらの混合，という順番で論じ
られ，それぞれ，「厳密にあるいは純粋に感情的形質」，「意志的形質」，「知
的形質」，「混合的形質」と呼ばれる（Bain１８５９：２７）。この分類は後の版で
も基本的には変化しない。
初版で「厳密にあるいは純粋に感情的形質」と言われるものは，第２版以
降では「快苦としての固有の感じ」と呼ばれる（Bain１８６５：１２；Bain
１８７５：１０）５）。この形質は２つある。１つ目は，拡散の法則の結果生じる身体
の随伴現象，とくに表情である（Bain１８５９：２７－２９）。２つ目は，心的な差
異あるいは固有の感じである（Bain１８５９：２９－３０）。これらは第２版以降，
感じの「身体的側面（physical side）」と「心的側面（mental side）」と呼ば
れる（Bain１８６５：１３；Bain１８７５：１０－１１）。感じの「身体的側面」は第２版
で特に解説はないが，第３版で詳しく取り上げられ，身体的側面での快苦は
生命エネルギー（vital energy）の増減と結び付けられる（Bain１８７５：１１－
１２）。第２版までの快苦という二元論から，生命エネルギー一元論に変化し
たのである。「心的側面」は初版での要領を得ない説明が，第２版以降，３
種類の質（快苦と中立），量と強度，および固有性という４つの基準が明示
されて若干わかりやすくなる（Bain１８６５：１３；Bain１８７５：１１）。ただし，主
に論じられるのは（初版でも論じられていた）３種類の質だけである。第２
版での質に関する議論では，快苦の計算で幸せと惨めが定まるとされる。快
苦の計算は，ベンサム（Jeremy Bentham，１７４８－１８３２）の例が持ち出され
る功利主義の主張である。しかし，そう言っておきながら，ベインはすぐに
続いて快苦それぞれにある種の身体的メカニズムを持ち込む。すなわち，快
の状態とは移行と落ち着き無さ（transition and unrest）の状態と呼ばれ，
変化しているためにすぐに消え去るものと考えられる。何の「移行と落ち着
き無さ」なのかは明記されていないが，前後から身体構成あるいはその感受
性（the sensibilities of the constitution）と考えられる。他方，苦は神経系
の混乱で，平衡状態を求めることになる（Bain１８６５：１３－１４）。ただ，これ
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は第３版では削除され，快苦とも「定義できない」「伝えられない」相互に
対立する個人的経験だ，とされる（Bain１８７５：１２－１３）。残った快苦のない
中立的な質の感じは「驚き」に代表される。これは心に覚醒と興奮をもたら
す（Bain１８５９：３５－３６；Bain１８６５：１４－１６；Bain１８７５：１３－１４）６）。
二番目の「意志的形質」は，意志あるいは意志による行動に与える影響に
よって区別されるものである。実際には，これも快苦である（Bain１８５９：
３６－３７；Bain１８６５：１６－１７；Bain１８７５：１４）。
三番目の「知的形質」は，観念的感じ（すなわち，記憶された感じ）に関
するもので，連合によって想起されるために，「知的」とされている（Bain
１８５９：３７－３９；Bain１８６５：１７－１９；Bain１８７５：１４－１７）７）。「観 念 的 感 情
（ideal emotion）」については，後に独立した章で論じられる（初版と第２版
は第１３章，第３版は第５章）。
最後の「混合的形質」は，たとえば空腹という感じが現前すれば（食べ物
を探す・食べるという）意志に影響するように，空腹という感じの観念（あ
るいは予期）が意志に影響する場合，記憶上の観念という知的形質と意志に
影響するという意志的形質を両方持つので混合的である（Bain１８５９：４０－
４２；Bain１８６５：１９－２１）。さらに，快苦あるいは中立的興奮によって引き起
こされた注意も（Bain１８５９：４２－４５；Bain１８６５：２１－２４）。これの例は第３
版では削除される。そのかわりに第３版が挙げるのは用心（forethought）
である（Bain１８７５：１７－１８）。最後の例は，信念に対する感情の影響であ
る。ベインの挙げる，信念が感情に影響された例の１つは，自然科学であ
る。自然科学では，事実をありのまま収集するために感情的バイアスは避け
ねばならない。これは人間知性にとっては自然なことではなく，冷静正確に
世界の現象の観察が行えるようになるには多くの時間がかかった。その始ま
りとしてベインが挙げるのはフランスィス・ベイコン（Francis Bacon，１５６１
－１６２５）の『ノウム・オルガヌム（Novum organum）』（１６２０）の第１巻で
ある（Bain１８５９：４５－４９；Bain１８６５：２４－２８；Bain１８７５：２０－２３）。
ベインはまとめる：「これまで論じてきた感情の多様な特性は，それぞれ
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そしてそれら全てで，個人の感じを区別する基準である。拡散刺激から生じ
る表出的身振り，刺激された意志的エネルギー，知的連鎖への影響，そして
それらの多様な組み合わせから帰結する全ての見かけは，心の内に去来する
ものが何かを判断する手段である」（Bain１８５９：５０；Bain１８６５：２９）。この
意味で感情形質を整理して後，どのようにして他者の感情を解釈するのか，
という問題に移る。
余談。『感情と意志』初版のみに，他の分野での分類法に関する註記が与
えられている（Bain１８５９：２３－２５）。博学の自慢に過ぎないこの長い註で，
鉱物学・植物学・動物学の分類方法が簡単に論じられ，動物学の分類の例と
してダーウィンの蔓脚類（Cirripedia）の研究が言及されている（Bain
１８５９：２５）。初版においてダーウィンの名前があるのはこの箇所だけである。
ベインがダーウィンに言及したのは，１８５７年初め頃ベインがダーウィンに
ムーアパークにあったレイン医師（Edward Wickstead Lane，１８２３－１８８９）
の水治療所を紹介し，そこで２週間共に過ごしたことがあったからだろう
（正確な日付は不明，ベインは当時消化不良に苦しんでいた）。その際，ダー
ウィンは後に『種の起源』として出版される著作の話をベインにしたとい
う。ベインはダーウィンと書簡を交わすが，実際に出会ったのはこのときが
最後だった（とベインは記憶している，Bain１９０４：２４９－２５０）。
第４項 感情解釈
第３項で論じられた感情形質は個人の内部での感情分類の基準だった。次
にベインが論じるのは他者の感情を弁別する方法である。初版と第２版（ほ
ぼ内容は同一）では，他者の感情は表出によって区別できるが，できない場
合もある，といった抽象的な文言に終始する。最終的には他者に問いただす
しかない（Bain１８５９：４９－５３；Bain１８６５：２８－３２）。
この問題は第３版において大きく扱いが変化する。他者の感じあるいは感
情についての客観的な評価尺度を作るべきだ，という主張がより強化されて
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いる。その理由は，精密科学になるためには正確な量的評価が不可欠だか
ら，である。つまり，ベインは自らの心理学を精密科学にしようと望んでい
るのである。ベインは自然科学に精密な測定が必要であることをウィリアム・
トムソン（William Thomson，１８２４－１９０７，ケルヴィン卿（Lord Kelvin）
として知られる）の演説を引用することで強調し，自然哲学（この場合は物
理学を指す）や化学，生物科学や医学でも精密な量的測定が為されているこ
とを指摘する（Bain１８７５：２３－２４）。それに対して心理学での測定・評価は
曖昧で，自分の心については直接知ることができるが，他者の場合は間接的
にならざるをえない（Bain１８７５：２４－２５）。それでも他者の感情は客観的記
号（身ぶり，行為など）によって伝えられるので，それらは綿密に測定しう
る。実際，自分の意識を判別するよりもより綿密な測定ができる。問題は，
客観的に測定できる感情表出と内的な感情とが必ずしも一対一の対応関係に
ないことである（Bain１８７５：２５－２７）。少なくとも，自分に関して感じの厳
密な区別を行い，それに対応する身体表出を綿密に測定するなら，ある程度
正確な対応関係を見出せるだろう。感じあるいは感情の弁別は，感覚の弁別
と同様の方法で，２つの類似した感じを比べて強弱を比較したり，１０段階ほ
どの評定で強度を示したりできるだろう（Bain１８７５：２７）。快苦の大きさ
は，快と苦が相殺する程度で比較できる（これは功利主義の考え方）。より
客観的には，ある感情を抱いた時の心的興奮の持続時間によって強度を測る
こともできる。その頻度の統計も有用だ。「道徳性，犯罪，貧困，移民，日
用品の消費，結婚，誕生，自殺」の統計も心を解釈するために使える（Bain
１８７５：２７－３０）。
また，心の三分割に応じた感じの客観的随伴物＝記号（sign）も利用でき
る。感じの記号としての感情表出（Bain１８７５：３０－３２），意志の記号として
の行動（Bain１８７５：３２－３３），知性の記号としての思考への影響（Bain
１８７５：３３）。ただし，それらは他者自身の隠蔽や詐称，身体条件の違い等で
測定が困難になるが，偽装はともかく，条件の違いは長い期間で調べてその
平均値をとることで解消できるだろう（Bain１８７５：３３－３５）。多くの人の平
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均値を調べると，評価の基準を得ることができる（Bain１８７５：３７）。これら
を踏まえて，主観的感じと客観的表示との間に一対一の対応を想定でき，標
準として平均値を利用できれば，個々人を評価することができる（Bain
１８７５：３８）。
最後にベインは，実際的な用途のために，ある個人の心の量的評価のため
の手続きを６項目にまとめている。
（１）個人の身体構成と環境（人種，性別，年齢，身体構造と状況）に関
して予備的調査を行う。
（２）外的要因の調査。個人の社会的状況（財産の有無など）が快苦に影
響するので。
（３）感じの印の調査。身体的表示，行為，思考についてのテスト，およ
び時間・頻度による強度のチェック。
（４）内観法による感じの数的評価。
（５）「臨界明示（critical manifestation）」。どれほど刺激すれば感じが表
出されるかの臨界点を調べる。子供を怖がらせ泣かせるという比較的穏当な
ものから，不幸の臨界点は自殺，愛の臨界点は結婚の申し込みなど。
（６）個人間の共通の尺度に基づいた感じの程度の評価。６～７段階で感じ
の強度を評価する（Bain１８７５：３８－４１）。
第３版でベインは，より具体的な感情評価の方法を提案して見せている。
これは１９世紀後半に心理学が哲学から自然科学へと代わろうとしていた時
代背景に対応するだろう。しかし，後に心理学の主流から見れば，ベインの
やり方は哲学的である。心理学の研究方法を観察に限定し，実験を考慮して
いない。
ベインには心理学を自然科学化する考えはあったが，そのモデルは１９世
紀前半までのもので，いわゆる第二科学革命によって成立する科学ではな
かった。そして，同時代にドイツやアメリカで試みられていた実験的心理学
とも異なっていた。ベインの試みは，初版の出た１８５９年には最先端に属し
ていたが，第３版の出た１９世紀第四四半期においては旧世代に属していた
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のである。
第２節 感情分類
これまでの部分は感情を一般的に扱っていた。初版と第２版では，その後
でベインは感情の個々の品目について論じることになる。第３版では進化を
論じる章が挿入されることになるが，進化論を導入したベイン感情論の補正
については，別論で扱うことにするので，以下では初版と第２版について見
ていくことにしよう。
第１項 『感情と意志』初版における感情分類
本論文第１節第３項で「感情形質」による感情の区別について論じた。次
は，区別された個々の感情品目がどのように分類されるのか，という問題に
移る。
『感情と意志』初版第２章「感情の分類（Classification of the emo-
tions）」での感情品目分類の基準は，身体的である：「感情分類の基礎は拡
散のやり方，結果する行動［である］」（Bain１８５９：vii）。拡散とは第１節第
２項で述べた拡散の法則（初版では「法則」とは言われていないが）による
心的感じに随伴する身体変容である。だが，それら身体変容を完全に調べる
方法は当時まだない：「今日構築された心の科学における根源的な不完全
性」とベインは言う（Bain１８５９：５７）。その含みは，将来的には可能になる
だろう，という希望だろう。もちろん，従来の心の哲学が行ってきた意識の
分析も平行して利用できる。第１節第２項で論じたように，ベインは感じ・
感情に関しては心身の随伴性があることを前提にしているので，身体変容を
考慮に入れるべきであると考えている。そして，「結果する行動」とは，芸
術の制作のような美的感覚，人間の（社会的）行動に見られる「いわゆる道
徳感覚（the so-called moral sense）」も品目に含める，ということを意味
している。
それらの分類の基礎から，ベインは感情の品目を１１の族（families）ある
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いは自然目（natural order）に分ける（Bain１８５９：５７－６１）。
（A１） 感情の自由弁（the free VENT OF EMOTION）
（A２） 驚き（WONDER, Surprise, Astonishment）
（A３） 恐怖（TERROR）
（A４） 優しい感情（TENDER AFFECTIONS）
（A５） 自己感情（EMOTIONS OF SELF）
（A６） 力（POWER）の感情
（A７） 怒り感情（irascible emotion）
（A８） 活動（action）の感情
（A９） 知性（intellect）の感情
（A１０）美術の感情（the emotions of FINE ART）
（A１１）道徳感覚（MORAL SENSE）
これらの１１の族の下に複数の下位分類がある。これらの１１の族も大きく
２つに分けられる。（A１）～（A９）までは単一のものだとされ，単純感情
（the simple emotions）と後に呼ばれる（Bain１８５９：２０６）。（A１０）と（A
１１）は従来の哲学者たちにはそれぞれ単一のものとして扱われてきたが，ベ
インでは複数の要因が働いていると考える種類の感情である。この２族につ
いて，上の９族に対応する名称をベインは与えていない。
感情品目について，単純と単純でないものという区分けは，ベインの独創
ではない。近代的な感情論の嚆矢であるデカルト（René Descartes，１５９６－
１６５０）の『魂のパッション論』（『情念論』（１６４９））では，基本感情と特殊感
情という区別がなされていた。デカルトの挙げる基本感情（デカルトの用語
ではパッション）は，驚き・愛・憎しみ・欲望・喜び・悲しみの６つ（Des-
cartes１６４９：和訳６０－６３頁）で，その他は特殊感情として，基本感情の下
位分類となるが，事実上複合的な感情である。また，ヒューム（David
Hume，１７１１－１７７６）の『人間本性論』（１７３９－１７４０）の第２部『パッショ
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ン論』でも感情は直接的（direct）と間接的（indirect）とに区分され，そ
の相違は単純と複合である。ヒュームの直接的パッションには，欲求・嫌
悪・悲しみ・喜び・希望・恐怖・絶望・安心が含まれる（Hume１７３９：和訳
６－７頁）。何が単純で何がそうでないかを区別するのは各人の独創性に任さ
れるが，２つの段階に分けることは共通している。ベインは伝統に沿ってい
るのである。
ベインは，単純感情の一通り説明が終わった後に，第１１章の末尾で改め
てまとめている（Bain１８５９：２０６－２０９）。そこで改めて単純感情が枚挙され
る。それは上記のものと若干の相違がある。
（B１）感情の自由あるいは制限された弁（The free or restrained vent of
emotion）
（B２）驚き（wonder）
（B３）恐れ（terror）
（B４）優しい感情（tender emotion）
（B５）力の感情（emotion of power）
（B６）探求（pursuit）
（B７）知性の感情（emotions of the intellect）
第２章での分類と比べると，（A１）～（A４）までがそれぞれ（B１）～
（B４）に対応し，（A６）が（B５）に，（A８）が（B６）に，（A９）が（B７）
に対応している。第２章のリストから（A５）の自己感情と（A７）の怒り
感情が，第１１章のリストでは脱落している。その理由は，これら２族を検
討した結果，より要素的な感じに分解できる，即ち単純物でないという考え
にベインが至ったからである。ただし，この枚挙は最終的ではなく，これを
踏まえてさらに検討される（Bain１８５９：２０７）。
第１１章で単純感情が終わると，第２章での残り２族に入る前に，第１２章
「同感と模倣」，第１３章「観念的感情」が入る。「同感と模倣」の章は美の感
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情と道徳感情に入る前の脱線（digression）とされている（Bain１８５９：
２１０）。この「脱線」というのは伝統的に「余談」という意味ではなく，少し
長い重要な註記を意味する。残り２族を理解するために必要なものとしてこ
の部分で論じられるのである。また，「観念的感情」とは，現実の対象に対
して生じる直接的な感情ではなく，記憶上の，あるいは抽象的なもの（これ
が「観念的」と呼ばれる由来）に対する感情である。第１２－１３章では，感
情の品目が問題となっているのではなく，感情の扱い方が問題となっている
ので，それら以外の章とは性格を異にしている。
第２項 『感情と意志』第２版における感情分類
初版と対応する第２版の第２章も感情分類を扱っている（Bain１８６５：３５
－４０）。最初に改めて感じと感情の関係が明らかにされる。感覚はそのまま
感じだが，感情は「二次的，派生的，あるいは複合的感じである」（Bain
１８６５：３５）。複合の仕方は複数あり一般法則化すると，近接の法則（これは
連合主義の基本法則），調和と闘争の法則，相対性の法則となる。最初のも
のについては『感覚と知性』で既に論じられているので，残りの２法則につ
いてそれぞれ章を割いて（「第３章 調和と闘争の法則」「第４章 相対性の
感情」）論じられることになる。これに応じて感情品目の族が微妙に変化す
る（Bain１８６５：３６－３９）。
（C１） 調和と闘争の法則（the LAW OF HARMONY AND CONFLICT）
（C２） 相対性の法則（THE LAW OF RELATIVITY）
（C３） 恐怖（TERROR）
（C４） 優しい感情（TENDER AFFECTIONS）
（C５） 自己感情（EMOTIONS OF SELF）
（C６） 力（POWER）の感情
（C７） 怒り感情（irascible emotion）
（C８） 活動（action）の感情
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（C９） 知性（intellect）の感情
（C１０）美術の感情（the emotions of FINE ART）
（C１１）道徳感覚（MORAL SENSE）
大きな変化は（A１）と（A２）が削除されて（C１）と（C２）が入ったこ
とである。（A１）と（A２）とはまとめられて（C２）に組み込まれること
になるので，（C１）のみが全く新しい分類ということになる。この点を除け
ば初版と第２版では構成上変化はない。
第２版も初版同様に，第１１章末で単純感情についてのまとめが為される
（Bain１８６５：１７０－１７１）。そこでは，初版でのような枚挙はなく，（C９）ま
でのものが簡単に述べられているだけである（なぜか（C１）は無視され
る）。初版同様に，自己感情と怒り感情は複合的とされる。
以降の構成も初版とほとんど変わりがない。
第２版には補遺として「感情の分類」がある（Bain１８６５：６０１－６１１）。こ
れは，スペンサ（Herbert Spencer，１８２０－１９０３）の批判（Spencer１８６０）
を受けて，代表的な著者たちによる感情分類の例を枚挙して，自分の分類法
を正当化しようとするものである。そこでの主要な論点はスペンサの批判へ
の返答である。スペンサの批判は，生物進化的・社会進化的・個体発生的な
変化を考慮していないベインの感情分類は不充分だ，というものである。そ
れに対してベインは，そのような観点を入れたとしても基本的な感情分類に
は変化がないので自分の分類で問題はない，というものであり，スペンサが
提案する感じの４分類と自分の分類は矛盾しない，と論駁する。第２版の本
文において進化論の影響がほとんど見られないことは，この確信に由来する
のだろう。その後は，トマス・リード（Thomas Reid，１７１０－１７９６），ドゥー
ゴールド・ステュアート（Dugald Stewart，１７５３－１８２８），トマス・ブラウ
ン（Thomas Brown，１７７８－１８２０），ウィリアム・ハミルトン卿（Sir William
Hamilton，１７８８－１８５６）といったスコットランドの哲学者たち，イマヌエ
ル・カント（Immanuel Kant，１７２４－１８０４），ヨーゼフ・ヴィルヘルム・
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ナーロウスキ（Joseph Wilhelm Nahlowsky，１８１２－１８８５），そしてヴィルヘ
ルム・ヴント（Wilhelm Wundt，１８３２－１９２０）といったドイツの哲学者・
心理学者たちの分類例に，特に後２者のものは若干詳しく，批判的に言及す
るだけで，ベイン自身の分類への影響はない（ヨハン・フリードリヒ・ヘル
バルト（Johann Friedrich Herbart，１７７６－１８４１）とテオドール・ヴァイツ
（Theodor Waitz，１８２１－１８６４）については名前だけしか出てこない）８）。
第３節 単純感情
『感情と意志』初版と第２版では，単純感情の最初の２族以外では大きな
分類変更はない。しかし，内容においては若干の変更がある。以下で，一つ
一つを見ていこう。
第１項 感情の弁
『感情と意志』初版第３章が「感情の弁に付帯する感じ（Feelings inci-
dent to the vent of emotion）」（Bain１８５９：６３－７３）で，第２節 で の 分 類
（A１）＝（B１）に相当する。
章の題名からして直観しにくいし，短い説明も曖昧で，この章でベインが
意図していたことを理解するのは難しい。一般的な感情の発露のことを指し
ているようにも読めるが，そうだとしたら感情の品目ではなく，感情の形質
あるいは表出方法であるべきだろう。
この部分は第２版においては削除されるが，当然である。
第２項 調和と闘争の感情
その代わりに『感情と意志』第２版の第３章では「調和と闘争の感情
（Emotions of harmony and conflict）」が扱われる（Bain１８６５：４１－４３）。第
２節での分類（C１）に相当し，初版には相当するものがない。ここで論じ
られることは比較的明確である。あらかじめ注意すると，ここでいう「調和
と闘争の感情」とは，穏やかで和やかな時に感じる感情や実際に争い合う時
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に感じる感情のことではない。
心に現れる感覚（sensation）や観念（idea），総称では印象（impres-
sion），は常に複数同時に現れるため，それらの間にはある種の関係が生じ
る。これらの関係は大きく分けて調和的か闘争的ということになる。身体的
には，調和する印象同士は神経流（nerve current）が重なり合い，神経エ
ネルギー（nervous energy）を節約でき（あるいは生命エネルギー（vital
energy）を増加させ），逆に闘争的関係にある印象は神経流が争いあってエ
ネルギーを浪費する，というモデルをベインは考える９）。この際の，神経流・
エネルギーとは，ベインがそれらしい用語を使っているだけの比喩的用法で
ある。具体的な身体メカニズムへの言及はない。ともかく，調和的であれば
エネルギーが増えるので快，闘争的であれば減るので苦，というように身体
と心が相関する。これをベインは「自己保存の法則（the law of Self-con-
servation）」と呼んでいる。
ベインがこの章で言おうとしていることは，心的状態としての快苦は諸印
象の調和・闘争だ，ということであり，すなわち，この章での単純感情は快
苦に他ならない。本論文第２節第３項で述べた，後のベインによる単純感情
のまとめの際にこの部分が無視されている理由は，快苦を扱っているから
で，快苦は感情の品目と言うよりはその分類基準だからであろう。
第３項 相対性の感情
『感情と意志』初版の第２族「驚き」は，単純感情の分類（A２）＝（B
２）に相当し，第４章（Bain１８５９：６７－７２）で扱われるが，これは第２版の
「相対性の感情」，分類（C２）に吸収される。つまり第２版の第４章「相対
性の感情（Emotions of relativity）」（Bain１８６５：４３－５２）に含まれる。その
ため，ここでは第２版での議論を主にまとめることにしよう。
相対性の法則ははっきりと定義が述べられることはないが，全ての感覚・
感じあるいは思考には他との比較がなければならない，すなわち「全ての心
的経験は必然的に二重である」（Bain１８６４，３７）ということを意味してい
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る。アインシュタイン（Albert Einstein，１８７９－１９５５）が４０年後に発表す
る理論とは全く関係ない。ベインの「相対性の法則（原理）」を感情に応用
したものが「相対性の感情」である。これは純粋な相対性としての新奇性
（novelty）と驚き（wonder）（これらは新と旧，既知と未知を比較してい
る），さらに相対的な関係にあるペアとして力と無力，自由と制限がある
（Bain１８６５：４３）。
新奇性は快である。それは新しい神経活動の始まりで，脳の神経繊維と細
胞を興奮させ，身体の感覚器官や筋肉まで変化をもたらすからである。対立
する単調性は苦ということになる。単純感覚的な新奇性（新しい味・匂い・
音など）は快として一定のものだが，複数の組み合わせ（光景・人物など）
は新しく異なる快を与える。芸術の創造性，科学技術の発展もこの新奇性の
快に基づいている（Bain１８６５：４３－４５）。多様性（variety）は古いものの新
しいものへの変化であり，相対性の感情に含まれる（Bain１８６５：４５）。
驚きは，この新奇性に加えて闘争の感情（本論文第３節第２項の意味で
の）が含まれる。我々が馴れているものから離れて，対極にあるものに対す
る感情だからである。さらに突然さ（suddenness）も加わっている。本論
文第３節第２項で見たように，通常，闘争の感情は苦である。ベインが言う
には，一般的に予期が外れたという意味での驚きを表す英語の類語wonder,
astonishment, surpriseは「苦に満ちた失望（painful disappointment）」を意
味する（Bain１８６５：４５－４６）。しかし，予期が外れたがその後に強い快が続
くならば，驚きは快的なものになる。ベインは驚きという感情の総称として
wonderを，ネガティヴな（苦的）意味での驚きにastonishmentを，ポジ
ティヴな（快的な）意味での驚きにsurpriseを使う傾向がある（Bain１８６５：
４６）。
初版と第２版で共通する部分は，カーライル（Thomas Carlyle，１７９５－
１８８１）への批判だけである。カーライルは『英雄についての講義』（１８４０）
で，世界が科学的に説明されることで驚きが減ったことを嘆いていた１０）。今
日でも通俗浪漫主義で言われそうな台詞である。科学の探究者（ファラデイ
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（Michael Faraday，１７９１－１８６７）をベインは考えている）がさらなる新事
実の驚きを見出していて，芸術における「創作の奇跡（the marvels of fic-
tion）」に匹敵する，とベインは反論する。これも今日でもよく言われる反
論であろう（Bain１８５９：６９－７２；Bain１８６５：４７－４９）。
次の自由と制限（freedom and restraint）は，初版第３章（本論文第２節
第１項）に若干関係しているが，初版に比べてはるかに明晰に書かれてい
る。制限は外的な抑止と内的な力の対立のため闘争の感情であるが，長く続
く（ここに比較＝相対性の法則が関わる）と闘争の激しさを失うので相対性
の感情でもあり，自由の反対という意味でも相対性の感情である。自由は制
限の反対である（Bain１８６５：４９－５１）。
最後の力と無力（power and impotence）は第８章で改めて論じられる。
第４項 恐れの感情
恐れ（terror）の感情については，『感情と意志』初版と第２版では構成
にほとんど違いはなく，内容も前半部分に差異がある程度である。単純感情
の分類では（A３）＝（B３）＝（C３）であり，両版とも第５章で扱われて
いる（Bain１８５９：７３－９３；Bain１８６５：５３－６９）。
まず，初版での議論を見てみよう。恐れは「苦，apprehension, uncertainty,
strangenessに起源を持つ震えるような興奮として記述される」（Bain１８５９：
７３）。この感情の一般名はterrorの他にfear, dreadがある。対応する日本語
としては「恐れ」を用いる。この感情は，第一義的には現前する苦に対する
反応で，受け手の性格や気質によって，同じ苦の刺激が悲しみや怒りになる
場合もある。恐れになるのは，受け手に弱さがある時で，幼児期・身体疲労
時・神経衰弱時に起こる。次は，将来の苦に対する予期，すなわち不安
（apprehension）である。その次は，不確実性（uncertainty）に対するも
の，特に足下がおぼつかないといった身体に関するものである。その次は，
予期に反することから生じる心的混乱である。これらが奇妙さ（strange-
ness）として恐れの原因になる（Bain１８５９：７３－７６）。この恐れ感情が身体
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的拡散によって恐れの表出となる。恐れの表情，特有の臭い，震え，冷や汗
と顔色の悪さなど。恐れが進むと神経エネルギーが大幅に消費され，その結
果，弛緩状態になる。赤面の起源はここにある。さらに恐れが進むと心臓活
動が弱まり血液が昇らなくなって顔が蒼白になる（Bain１８５９：７６－７８）。同
じ状態が心的には惨めさ（misery）を引き起こす（Bain１８５９：７８）。恐れの
感情は意志に作用して逃避を促す（Bain１８５９：７８－７９）。知性に影響すると
恐れを伴った印象はより強く記憶に刻印され，信念に影響すると怖い状態を
引き起こしたものが悪であるという信念が強化される（Bain１８５９：７９－
８１）。
これが第２版ではより整理された形になる。恐れの感情は将来の悪への不
安が起源であり，苦あるいは惨めさという形質を持ち，活動エネルギーの衰
弱と特定の観念が強くなりすぎることを引き起こす。初版での現前する苦
は，それだけでは恐れの感情には繋がらない，とされる（Bain１８６５：５３）。
私が考える例では，身体の痛みはそれだけでは苦しいだけで恐れはないが，
これから先も続くのではという悪い予期が不安という恐れを招く，というこ
とだろう。恐れの感情の身体的側面は，突然の神経エネルギー（あるいは神
経を通じて流れる生命エネルギー）の移動が原因で引き起こされる。全身か
らエネルギーが退き，知覚器官や特定の観念とそれに対応する運動に過度に
集中することになる。初版で経時的に起こるとされたことが，この同じ原因
から並列的に起こることとして説明し直される。エネルギーが去った部分に
弛緩が，集中した部分に緊張が起こるのである（Bain１８６５：５４－５５）。ベイ
ンは明言しないが，生命エネルギーは活動の集中によって過度に消費される
らしく，その消費による損失が，自己保存の法則（本論文第３節第２項）に
従って心的には抑鬱（intense mental depression）を引き起こす（Bain
１８６５：５５）。この感情の心的側面は惨めさである（Bain１８６５：５５－５６）。感
情の身体的側面が心に影響して引き起こす抑鬱と，感情の心的側面である惨
めさには，原因に大きな差異がある。恐れの感情による意志への影響は過度
のエネルギー集中のための活動力の麻痺である（Bain１８６５：５６）。知性と信
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念への影響は初版に準じる（Bain１８６５：５６－５７）。
以降，恐れの感情の下位種が取り上げられる。ほとんどが初版と第２版で
同一だが，２つだけ大きく異なる。異なる一つ目は，動物と子供の恐れにつ
いての節（Bain１８５９：８１－８２；Bain１８６５：５７－５８）である。第２版での大
きな相違はスペンサの見解を取り入れたことである。それは第２版第５章第
９節に見られる。この節だけ活字の大きさが小さくなっているのは，おそら
くこの部分が印刷間際で変更され字数が増えた分を吸収するためだと思われ
る（Bain１８６５：５８）。その節の主題は「動物と子供への奇妙さの影響は２つ
の解釈を認める」（Bain１８６５：xi）である。ベインはそれ以前に動物と幼児
の恐れの感情について論じていた。その原因について，「２つの解釈」を提
案する。１つは，動物と人間には（おそらく共通の）原始的な神経感受性が
あり，奇妙なものに対して（おそらく同じように）反応するが，経験と習慣
によってそれらが克服される，という解釈である。子供の頃の恐れを大人が
感じなくなるのは，習慣による身体の馴れ（寒さや疲労など）と同じ過程
だ，と考える。これは経験主義心理学の考え方である。もう１つがスペンサ
の「発達仮説（the hypothesis of development）」に合致するもので，奇妙
なものが要因となる悪の経験が生物学的に遺伝しているため，と考える。前
者の考えでは奇妙なものは何であれ恐れることになるが，人間が到達したこ
とのない孤島の生き物が人間を恐れないという事実が，それを否定する。孤
島の例では，人間は明らかに奇妙なものであるのに，動物は恐れなかった。
野生動物が人間を恐れるのはその個体がかつて人間に害を加えられた記憶が
あるか，その個体の先祖の経験が遺伝したかなので，両方のない孤島の動物
たちは恐れない，ということになる（Bain１８６５：５８）。第２版でベインは両
論併記し，どちらが優先されるべきかを定めない。しかし，スペンサに触発
されて進化仮説も選択肢に加え，それのみが説明できる例をあげた点でベイ
ンはスペンサ寄りであると考えられる。
恐れの感情の他の下位種は，隷属することへの恐れ（Bain１８５９：８２－
８３；Bain１８６５：５８－５９），災害や不幸の予兆への恐れ（Bain１８５９：８３；Bain
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１８６５：５９－６０），心 配（anxiety, Bain１８５９：８３－８４；Bain１８６５：６０），猜 疑
（suspicion, Bain１８５９：８４；Bain１８６５：６０－６１），パニック（Bain１８５９：８４
－８５；Bain１８６５：６１），迷信への恐れ（Bain１８５９：８５－８６；Bain１８６５：６１
－６２），死への恐れ（Bain１８５９：８６；Bain１８６５：６２－６３），不慣れなことを
行う時の自己不信（Bain１８５９：８６－８７；Bain１８６５：６３－６４），人前でのあが
り（Bain１８５９：８７－８９；Bain１８６５：６４－６５）がある。
その後には，恐れの感情自体ではなく，それを巡る話題が３つ続く。その
最初のみが初版と第２版で微妙に異なる。それは恐れの克服法についての話
題である。そこでは自然的気質・習慣・知識と経験の３つが挙げられる。そ
れに加えて勇気（courage）が話題になるが，恐れの感情との関連は明確で
ない（Bain１８５９：８９－９０）。第２版では，上記３つが恐れの特徴を対比的に
示すものとして言及されている。ここでは勇気は，教育あるいは習慣によっ
て獲得されるものとされている（Bain１８６５：６５－６６）。残り２つの話題は恐
れの感情の使用について。恐れをうまく用いれば，統治と教育に使うことも
可能である（Bain１８５９：９０－９１；Bain１８６５：６６－６７）。そして，芸術では，
特に演劇では，怖がらせることが効果を持つ。恐れは苦であるのに芸術上で
の恐れは快に繋がるというのは一見矛盾しているが，「すぐに安堵するわず
かな恐れは，退屈さと無感動な平穏さの時に起こると，神経系に刺激物のよ
うに働く」（Bain１８５９：９２；Bain１８６５：６８）ので快になる。この場合の恐れ
は直接自分が感じる恐れではなく，舞台上の役者が演じる恐れを共感的に感
じる場合の恐れにのみ当てはまる（Bain１８５９：９１－９２；Bain１８６５：６７－
６９）。今日のホラー映画などが人々に喜ばれる理由としてもこの考えは通用
するだろう。
第５項 優しい感情
ネガティヴな恐れの感情の次にポジティヴな優しい感情（tender emo-
tion，あるいはaffection）が来る。『感情と意志』初版と第２版では構成にほ
とんど違いはなく，内容も若干差異がある程度である。単純感情の分類では
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（A４）＝（B４）＝（C４）であり，両版とも第６章で扱われている（Bain
１８５９：９４－１２４；Bain１８６５：７０－９６）。
優しい感情は，the warm affections, the benevolent sentimentsなどとも
言われる，ポジティヴな感情の総称である（１つだけネガティヴな感情品目
が入っている）。初版での明確でない言明が第２版では整理されているので，
ここでは主に第２版の記述に従おう。
優しい感情の対象について，初版はあいまいだが，第２版では人間と感覚
ある生き物，と明確に限定される（Bain１８６５：７０）。この感情を引き起こす
原因は３つある。穏やかだが多い感覚（massive sensation，満腹感，心地
よい温もり，良い匂い，柔らかい触覚等々），偉大な快（great pleasure），
そして偉大な苦（great pain）である。この場合の快には他者への惜しみな
い愛情と慈愛（benevolence）が含まれる。意外なのは苦の存在だが，他者
の苦しみがその者への優しさを引き起こす，という理由で原因に含まれてい
る。さらに，身体諸部分に特有の優しさを引き起こす原因（耳には感動的な
リズム，目には清流の眺めなど）がある（Bain１８６５：７０－７３）。
優しい感情の身体的側面では，関連する身体器官が枚挙され，それらの多
くは腺・内臓である（初版では優しい感情は「腺的感情（glandular emo-
tion）」と言われた，Bain１８５９：９４）。涙を流す涙腺，喉頭（悲しい時，飲み
込めないほどに痙攣するから），消化器一般，さらに女性では母乳分泌（lac-
teal secretion）も関連する（Bain１８６５：７３－７４）。心的側面では大量の快で
ある（Bain１８６５：７４－７５）。意志に対しては，この快を持続させつつ，過度
に興奮しないように沈静化する効果を及ぼす（Bain１８６５：７５）。知性に対し
ては，観念とこの感情の連合の保持は容易なので，優しい感情を思い出すこ
とは容易であり，それが累積することによって愛情（affection）になる
（Bain１８６５：７５－７６）。この場合のアフェクションは明らかに愛情を意味し
ている。
次に，ベインは優しい感情が注がれる対象別にこの感情を論じていく。そ
れは上述のように人間および人間の仲間になりうる動物（companionable
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animals）であり，何らかの人格を感じることができるものである（Bain
１８５９：１０４－１０６；Bain１８６５：７７－７８）。人間では，母子関係（Bain１８５９：１０６－
１０７；Bain１８６５：７８－７９），両性関係（Bain１８５９：１１０－１１２；Bain１８６５：８０－
８２）がある。
優しい感情の種としては，善意の感情（the benevolent affections）があ
り，愛（love），同情（compassion），憐憫（pity），感謝（gratitude），寛大
（generosity），愛着（attachment）という品目が属する（Bain１８５９：１１２－
１１５；Bain１８６５：８２－８６）。それらに共通する基本的要素は同感（sympa-
thy）１１）である（Bain１８５９：１１２－１１４；Bain１８６５：８２－８３）。この「同感」は
後に重要な意味を持つことになる。
次の優しい感情の下位種は，意外なことに悲しみ（sorrow）である。善
意が優しい感情の快の部分であり，悲しみは苦の部分だからである。悲しみ
は愛着あるものの剥奪と他者の苦しみの共有（同感）によって生じる。後悔
（regret），悲嘆（grief），嘆き（lamentation）などの品目がある（Bain１８５９：
１１５－１１７；Bain１８６５：８６－８７）。この「悲しみ」についての節の直後に優し
い感情（同感）が人間の社会的な振る舞いや道徳の基礎になるという考えが
簡単に記述される（Bain１８５９：１１７－１１８；Bain１８６５：８７）。
優しい感情の種としては以上で終わりだが，それを含む感情品目が２組取
り上げられる第一は，尊敬と尊重（Admiration and Esteem）である。賞賛
は驚きに愛が混じったもので，優しい感情が要素に入っているために純粋な
驚きより穏やかで持続的である（Bain１８５９：１１８－１１９）。第２版では，初版
での定義以前に，至高（sublime）の感じに対する応答的表出として尊敬は
位置づけられる。至高とはより優れたものが我々に引き起こす心の高揚
（elation）であり，快いものである（Bain１８６５：８８）。尊重は，尊敬にまで
至らないものに対してポジティヴな評価をするセンティメントである。対象
は社会的に有能で役割を果たしている人物が持つ性質（勤勉，独立，信頼，
正直など）である。尊敬と尊重は人間が社会生活をする際に，「社会のメン
バーとしての幸せを推進するのに適した心の状態である」（Bain１８５９：
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１２１；Bain１８６５：９０）とされる。言語による尊敬と尊重の表明は容易であ
り，感情を共有できるために同感の絆となる（Bain１８５９：１１９－１２１；Bain
１８６５：８８－９０）。
第二は，崇敬（veneration）あるいは宗教的センティメントである。崇敬
は驚きと愛と畏敬（awe）の混じったものである。この箇所で「畏敬」につ
いて特に説明はないが，宗教的であるポイントはこの要素の意味にかかって
いる。それ以前での「畏敬」は，下等動物（人間以外の動物）が命令を与え
る人間に対して持つ感情（Bain１８５９：８１；Bain１８６５：５７），日食を見て感じ
る感情（これは「迷信」の一種として論じられている，Bain１８５９：８６；
Bain１８６５：６２），初めて学校に来た子供が教師に抱く感情（Bain１８５９：８８；
Bain１８６５：６４）とされてきた。まとめると，恐れを含んだネガティヴな尊
敬とでも言えよう。これが宗教的感情に威圧的な側面を与えることになる
（Bain１８５９：１２１－１２４；Bain１８６５：９０－９３）。ベインの宗教的感情について
の論は異常なほどあっさりしているが，特に「しかし宗教は道徳とは異な
り，美術とも混同されるべきではない」（Bain１８５９：１２４；Bain１８６５：９３）
という言明は重要である。この時代（そして現代でも）道徳の基礎は宗教で
あるという見解が西洋世界では強かったが，ベインはその関連を明確に断ち
切る。宗教は動物や生徒のしつけの延長程度に位置づけられるのである。
第６項 自己の感情
本論文第２節で見たように，ベインは「自己の感情（emotions of self）」
を単純感情として枚挙しておきながら，後にそうではない，と判断した。な
らば，複合感情の節で扱うべきだが，ベインの議論の順番に従って，ここで
論じることにする。
『感情と意志』初版も第２版も第７章は「自己の感情」である。初版と第
２版では内容構成共にほとんど違いがない（Bain１８５９：１２５－１４４；Bain
１８６５：９４－１１４）。
ベインの言う「自己の感情」とは大きく３種類ある。第一は通常他者に対
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して向けられる賞賛や評価（とその反対）を自己自身に対して持つこと，す
なわち，自己賞賛（self-gratulation），プライド，うぬぼれ（conceit），自
尊（self-esteem），自己満足（self-complacency）。第二は自己の長所が他
者によって賞賛された時に持つ感情，すなわち虚栄（vanity），賞賛への愛
（love of approbation），名声あるいは栄光欲（desire of fame or glory）。第
三はそれらの混合である（Bain１８５９：１２６－１２７；Bain１８６５：９５－９６）。ベイン
は主に第一と第二を扱う。
自己の感情第一種の自尊等の対象は自己の美点である優しい感情というこ
とになる（Bain１８５９：１２８－１３３；Bain１８６５：９７－１０２）。この感情に他者と
の比較が混じると，競争心（emulation），優越感（the sense of superiority），
嫉妬（envy）が生じる（Bain１８５９：１３５；Bain１８６５：１０５）。また，この感
情が適度に少ないと謙遜（modesty）と卑下（humility）が，苦になるほど
低いと屈辱（humiliation），自罰（self-abasement），自責（remorse）にな
る（Bain１８５９：１３５－１３７；Bain１８６５：１０５－１０６）。
自己の感情第二種の賞賛愛等は，第一種の感情の快に加えて他者からの賞
賛が加わり，すなわち他者の賞賛に自己が同感することが加わり，より強い
快になる。そのために，正当な賞賛を受けるだけでなく，媚びへつらいに
よって賞賛を求めたり，見栄を張ることもある（Bain１８５９：１３７－１４０；
Bain１８６５：１０６－１１０）。逆にネガティヴな自己の感情に対応する，他者から
のネガティヴな評価はより苦を強めることになり，恥辱（shame）という社
会的刑罰にまで至る（Bain１８５９：１４１－１４２；Bain１８６５：１１１－１１２）。自己の
感情のこういった特性ゆえに，文化・芸術や教育はこの感情を大いに利用し
ている（Bain１８５９：１４２－１４３；Bain１８６５：１１２－１１３）。
この章の最後にベインは，利己性（selfishness）とその対極を軽く論じ
る。自己愛（self-love）とはある種の自己意識（self-consciousness）ある
いは自己関心（self-regard）であり，自己の生存のために必要物と快を求
めることが基本である。長い目で自己の生存を考え（すると記憶・計画性と
いった知性や意志が混じる）慎重な計算ができるようになれば，自己愛は用
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心（forethought）や深慮（prudence）になる。利己主義は必ずしも悪徳で
はないことになる。逆に盲目の自己犠牲（blind self-abnegation）をむやみ
に信仰することは義務の放棄のような悪徳にもなりかねない。一見無私な活
動に見えるものも，自己の感情の快を求める自己のための活動だ，というこ
とになる（Bain１８５９：１４３－１４４；Bain１８６５：１１３－１１４）。ベインの功利主義
的で非宗教的な倫理観が現れている部分である。
自己の感情は自己に向けられた優しい感情である，ということで優しい感
情と他の感情との複合物として単純感情には入らないことになったのであ
る。
第７項 力の感情
『感情と意志』初版も第２版も第８章は「力の感 情（Emotions of
power）」である。初版と第２版では構成にほとんど違いはなく，内容も前
半部分で第２版に大幅な省略がある程度である（Bain１８５９：１４５－１６２；
Bain１８６５：１１５－１２６）。単純感情の分類では（A６）＝（B５）＝（C６）で
ある。
この章は冒頭の註でドゥーゴールド・ステュアートの長い引用がある
（Bain１８５９：１４５－１４６；Bain１８６５：１１５－１１６）。例によってベインは出典を
明らかにしないが，これは冒頭の引用と同じく『人間の能動力と道徳力の哲
学』第１巻からである（Stewart１８２８：６０－６２）。ベインはステュアートの
議論を自らの基礎であるとしている。要約すれば，力を発揮することに伴う
感情は快であり，その中には身体的な力だけでなく，権力や科学技術の発展
という知的な力も入る，ということになる。
ベインはまず，単純な行為・運動（すなわち力の行使）も快であるが，目
的を持つ行為＝追求はより快が強いと言う。それは，目的ある行為の方が困
難を乗り越えることを含むので快が強いからである。このように力の感情は
比較が重要なポイントになる（Bain１８５９：１４５－１５０，１５１－１５２；Bain１８６５：
１１５－１１９）。力の感情の原因は力の行使ということになる。
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身体的側面は生命力あるいは生命エネルギーの増加であり，表出としては
笑い（laughter）がある（Bain１８５９：１５２－１５３；Bain１８６５：１１９－１２０）。心
的側面は強い快であり，しかも中毒性の快（第２版では「高揚する」も加わ
る）である。それを求めることで好ましい面（善を追求する）もあるが，他
者を攻撃するような一連の嫌悪すべき悪徳という好ましくない面もある
（Bain１８５９：１５３－１５４；Bain１８６５：１２０－１２１）。以下は，感情品目と言うよ
りは力の感情が働く場面の列挙がしばらく続く。産業活動でのリーダーシッ
プ（Bain１８５９：１５４－１５５；Bain１８６５：１２１），親が子へ（Bain１８５９：１５５；
Bain１８６５：１２１－１２２），他者の意志の 支 配（Bain１８５９：１５５－１５６；Bain
１８６５：１２２），政治でのリーダーシップ（Bain１８５９：１５６；Bain１８６５：１２２－
１２３）がある。ステュアートにならって科学と芸術の場合も忘れていない
（Bain１８５９：１５６－１５７；Bain１８６５：１２３－１２４）。この力の感情の快の部分に
対して，苦の部分は無力（impotence），嫉妬（jealousy）である（Bain
１８５９：１５８－１６０，１６１－１６２；Bain１８６５：１２５－１２６）。
第８項 怒り感情
本論文第２節で見たように，ベインは「怒り感情（irasicible emotion）」
を単純感情として枚挙しておきながら，後にそうではない，と判断した。し
かし，第６項と同様に，ベインの議論の順番に従って，ここで論じることに
する。
『感情と意志』初版も第２版も第８章は「怒り感情」である。初版と第２
版では構成にはほとんど違いがないが，前半部分で変更がある（Bain
１８５９：１６３－１８３；Bain１８６５：１２７－１４７）。
怒り感情の対象は，苦や害をもたらした責任者である人間である（Bain
１８５９：１６３－１６４；Bain１８６５：１２７－１２８）。初版では不明確であるとして明示
されないが，第２版では身体的には興奮時と同じ表出があるので，身体的に
は怒りは興奮の一様態（a mode of excitement）になる（Bain１８５９：１６４－
１６５；Bain１８６５：１２８）。怒り感情の心的側面は，苦的刺激によって引き起こ
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される，苦の原因者に対して苦を加えようとする衝動であり，他者の苦から
得られる快である。怒りによる快は「悪意の快（pleasure of malevolance）」
であり，これがベインの分析対象となる。この悪意の快には，他者の苦を理
解するという同感が介在している。同感が単に優しい感情の共鳴にのみ役立
つということではない，とベインは主張するのである（Bain１８５９：１６５－
１６６；Bain１８６５：１２９－１３１）。怒り感情は復讐という意志的行為や同感など
が含まれるので単純感情ではない，ということになる。
怒り感情をさらに分析すると，３つの要素が見出せる。加害（復讐）への
官能的興奮，自らの力を行使することの快（前項で扱ったもの），そして苦
の原因者に恐れを引き起こさせることによって将来自分がさらに加害される
という不安からの解放（Bain１８５９：１６６－１６９；Bain１８６５：１３１－１３３）。第２
版ではここに註が加わる。現代の文明人の怒りの表出は，かつて原始時代に
生存競争に必要だった破壊的性向の写し（a counterpart of the destructive
propensities）である，と怒りの起源に関するスペンサ進化論の説明をベイ
ンは要約する。怒りの破壊性については骨相学者たちも認めていた。しかる
にベインはこれよりは加害（復讐）の快に重きを置く（Bain１８６５：１３３）。
骨相学と進化論を並列することに，今日の我々は違和感を抱くが，１９世紀
中頃では両方とも物質主義的心理学理論の基礎の候補となりうるものであっ
た。ベイン自身，骨相学を批判的に継承する著作を１８６１年に著している１２）。
第２版までのベインの心理学は生理学に基礎を置くもので，下等動物や幼児
との比較はあっても（Bain１８５９：１６９－１７１；Bain１８６５：１３３－１３５），進化論
的な経時的変化による説明はなかった。
怒り感情の様々な下位種を論じた後，怒り感情のネガティヴではない側面
も取り上げられる。義憤（righteous indignation）は大きな犯罪や不正に対
する怒りであり，結果として正義の実行に繋がる（Bain１８５９：１８０；Bain
１８６５：１４５）。怒りは道徳や社会秩序を護るためにも使われる。怒りを避ける
ことで道徳的に振る舞うことになり，統治者が怒りを示すことで統治が容易
になる（Bain１８５９：１８０－１８１；Bain１８６５：１４５）。怒りを抑えるために教育
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が必要とされる（Bain１８５９：１８１－１８２；Bain１８６５：１４５－１４６）。
怒り感情の部分で進化論への註があるのは，ベインがある程度進化論的心
理学に説得力を感じていたからだろう。実際，次の第３版では怒り感情の扱
いが変化することになる。
第９項 活動の感情
『感情と意志』初版も第２版も第１０章は「活動の感情，探求（emotions
of action, pursuit）」で，両版では構成にほとんど違いはなく，内容も前半部
分で第２版に大幅な省略がある程度である（Bain１８５９：１８４－１９８；Bain
１８６５：１４８－１６２）。単純感情の分類では（A８）＝（B６）＝（C８）である。
「活動（action）」は単なる行為（exercise）とは異なり，目的を持ってい
る意志的な種類である。意志と関連する感情の領域ということになる。行為
自体の単純な快と，目的のために活動して力をふるうことの快は既に「力の
感情」で論じた（本論文第３節第６項）ので，ここで論じられるのは，目的
を追い求める活動の際に感じる感情のことである（Bain１８５９：１８４－１８５）。
実際の目的だけでなく，娯楽のためのゲーム・スポーツ，筋書きのある芸術
作品（文学など）を楽しむ「筋立て関心（plot-interest）」も含まれる
（Bain１８６５：１４８）。
探求の目的のために１つの感覚に集中するというのが身体的な側面で，中
断あるいは遅延された快が心的側面となる（Bain１８５９：１８５－１８６；Bain
１８６５：１４８－１５０）。第２版では不確実性が偶然が探求への興味を高めると特
別に記している（Bain１８６５：１４８－１５０）。
ここでも枚挙されるのは活動の種類である。獲物を追う動物（Bain
１８５９：１８６－１８９；Bain１８６５：１５２），野外スポーツ（Bain１８５９：１８９－１９０；
Bain１８６５：１５２－１５３），競 技（Bain１８５９：１９０；Bain１８６５：１５３－１５４），偶
然のゲーム（Bain１８５９：１９０－１９１；Bain１８６５：１５４－１５５），工場労働まであ
る（Bain１８５９：１９１－１９２；Bain１８６５：１５５－１５６）。知識の探求も入るが，こ
れは次の章で詳しく論じられる（Bain１８５９：１９３－１９４；Bain１８６５：１５６－
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１５８）。実際に自ら活動を行う例が枚挙された後，その活動を見る観察者
（spectator）の立場での感情に移り（Bain１８５９：１９４－１９６；Bain１８６５：１５８
－１６０），それが文学などの読者がストーリーを楽しむ筋立て関心の例に繋が
る（Bain１８５９：１９６－１９７；Bain１８６５：１６０－１６１）。ここまでが探求の感情の
快の部分であった。探求の感情の苦は，求めたものが得られないことである
（Bain１８５９：１９８；Bain１８６５：１６１－１６２）。
第１０項 知性の感情
単純感情の最後に来るのが「知性の感情」である。本論文第３節第９項で
論じた追求の感情が感情の意志的部分だったのに対し，こちらは感情の知的
部分である。『感情と意志』初版と第２版で共に第１１章に該当し，構成にほ
とんど違いはなく，内容も前半部分で第２版に大幅な省略がある程度である
（Bain１８５９：１９９－２０９；Bain１８６５：１６３－１７１）。単純感情の分類では（A９）
＝（B７）＝（C９）である。構成上は第１１章に含まれるが，その最後の２
節は単純感情についてのまとめであり，本論文第２節ですでに言及された
（Bain１８５９：２０６－２０９；Bain１８６５：１７０－１７１）。
知性の働きそのものは感情ではないが，それに伴ってある種の感じが生じ
ることもある。その正体が何かを論じるのではなく，それらの例を枚挙し分
類するのがベインの目的である（Bain１８５９：１９９；Bain１８６５：１６３）。それ
は，異なるものの間に類似性を発見する時の驚きに代表される（Bain
１８５９：１９９－２００；Bain１８６５：１６３－１６４）。ベインは科学理論の基本が，一般
法則の発見にあると考えているので，科学の快の基本が類似性の発見とそれ
による一般化に帰せられる（Bain１８５９：２００－２０３；Bain１８６５：１６４－１６６）。
第２版においては「神経活動が電報との比較でより理解できるようになる」
（Bain１８６５：１６６）という例も加えられる。芸術における快は，類似性の発
見による比較（隠喩など）と全体的な調和が重要な要素となる（Bain
１８５９：２０３－２０５；Bain１８６５：１６７－１６８）。ここまでが快の部分である。知性
の感情の苦は，非一貫性（inconsistency）に対して生じる（Bain１８５９：２０５
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－２０６；Bain１８６５：１６８－１６９）。
第１１項 単純感情まとめ
『感情と意志』初版第１１章末で，単純感情が改めて振り返られる（Bain
１８５９：２０６－２０９）。すでに，怒り感情と自己の感情は単純感情でないとされ
た。（B１）自由と制限は，感情と言うよりはより広い感受性（sensibility）
の一部として見なすべきである。（B２）驚きは感覚の端緒に位置づけられ，
感情ではない。（B３）恐れと（B４）優しい感情は単純感情として確認され
る。以下の（B５）力の感情・（B６）探求の感情・（B７）知性の感情は複合
的とされる。結果，基本的な単純感情は恐れと優しい感情のみ，他は派生物
か複合物ということになるのである。
これが第２版で大きく変わる（Bain１８６５：１７０－１７１）。そこでベインは感
じ（これ自体は感情ではない）が連合・相対性・調和という法則によって結
び付けられることで，単純感情となることが示される。初版同様に（C５）
自己感情と（C７）怒り感情は複合的である（他に（C１０）美術の感情と
（C１１）道徳感覚も複合である）。新奇性・驚き・自由，および（C９）知性
の感情は相対性原理から直接導かれる（なので単純であると考えるべきだろ
う）。（C６）力の感情も同じ原理から導かれるが，複数の要素に分解可能だ。
（C３）恐れは知性と意志（信念）が関わり，（C４）優しい感情は諸感覚の調
和的連携であり，両方とも複合的全体と呼べるだろう。最後に（C８）探求
の感情は感情というより感情制御の様態（a mode of controlling our emo-
tions）である。
第２版でのベインの関心は，単純感情の枚挙ではなく，単純感情とされて
いたものがどのようにしてより下位のものに分解できるか，そして下位のも
のからの組み立てに諸法則（原理）が関わるかを示したかったのである。初
版でのベイン感情論が単純感情を原子とした原子論的感情論であるとすれ
ば，第２版でのベイン感情論は感じを原子とした感情化学になったのであ
る。
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第４節 複合感情
単純感情ではない感情を仮に複合感情と呼ぶことにすれば，前節で扱った
もの以外にベインの考える複合感情は（A１０）＝（C１０）美術の感情と（A
１１）＝（C１１）道徳感覚の２つである。これらを論じる前にベインは，２つ
の脱線的議論を行う。それは同感と模倣を論じたものと，観念的感情を論じ
たものである。この２つは感情の族や品目ではなく，感情伝播のメカニズム
と抽象化された（すなわち観念化された）感情を扱うやり方であって，２つ
の複合感情を論じるための前提となる。
第１項 同感と模倣
『感情と意志』初版と第２版の第１２章は共に「同感と模倣（sympathy
and imitation）」であり，構成は同じで内容も重要な１点の他に微少な変更
があるに過ぎない（Bain１８５９：２１０－２２７；Bain１８６５：１７２－１８９）。
同感と模倣は共に他者の感情的あるいは能動的状態を感情や行動の表出を
介して共有することで，他者は個人であったり，大衆であったり，時代精神
のようなものであったりする。このうち，意志を持って他者を真似ることが
模倣である（Bain１８５９：２１０－２１２；Bain１８６５：１７２－１７４）。同感する過程に
は２段階があり，第１段階は他者の外的な表出（表情，声，身ぶりから，あ
くび，咳払いまで）を見て感じ取ること（Bain１８５９：２１２－２１５；Bain
１８６５：１７４－１７７），第２段階はそれらから他者の心的状態を推測すること
（Bain１８５９：２１５－２１６；Bain１８６５：１７７－１７８）である。一般に単純感情は伝
染しやすい（Bain１８５９：２１６－２１７；Bain１８６５：１７８－１７９）。仲間意識（fel-
low-feeling）と呼ばれるものは同感によって快苦が反響しあっていること
である（Bain１８５９：２１７；Bain１８６５：１７９）。同感は行為への推進力となりう
る。優しい感情が同感によって広がることが人間愛（philanthropy）を生み
出す。「人間愛は苦しむ人への積極的な愛無しに苦しみへの強い同感から生
じる」（Bain１８５９：２１８；Bain１８６５：１８０）ので，たとえばジョン・ハワード
（John Howard，１７２６－１７９０）の試みやベンサムのパノプティコンのような
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監獄改良を行う動因になる（Bain１８５９：２１７－２１８；Bain１８６５：１７９－１８０）。
他方，同感は快でもある。他者と心の状態が一致すること自体が快だから
である（Bain１８５９：２１９－２２０）。この点で第２版は異なる。同感を利己性
（この場合は個人の快）に解消する試みは失敗してきた，とベインは指摘す
る。「同感の第一原理は［自己］犠牲あるいは供犠である」（Bain１８６５：
１８１）。同感による他者への援助は必ずしも与え手側の快ではないことになる
（Bain１８６５：１８０－１８２）。これは本論文第３節第６項で見たベインの見解と
矛盾するように思える。自己の感情については「盲目の自己犠牲」を否定し
た（この部分は初版と第２版で変更が無い）が，同感に基づく無私性を認め
た，ということだろうか。重要な変更だが感情論の他の部分にはほとんど影
響していない。
模倣に関しては，教育と芸術に関する言及があるだけである。
第２項 観念的感情
２つ目の脱線的議論は「観念的感情（ideal emotion）」に関するもので，
『感情と意志』初版と第２版共に第１３章で論じられている。両版では構成も
内容も等しく語句の訂正がある程度である（Bain１８５９：２２８－２４６；Bain
１８６５：１９０－２０９）。
感じを引き起こす対象が現前しなくなって後も持続する感情のことを観念
的感情という。対象の観念が引き起こす感情だからである（Bain１８５９：２２８
－２２９；Bain１８６５：１９０－１９１）。ベインの関心は，対象喪失後の感情の持続
の身体的メカニズムに向けられる。一般的には，感情に対応して脳中枢，
様々な筋肉と分泌腺に興奮が起こるが，これは対象喪失後もしばらく保たれ
る。ただし，全ての感情で等しく保たれるのではなく，感情族あるいは品目
毎に異なり，体調や年齢でも異なる。また，脳を一方とし，筋肉と分泌腺を
もう一方とすると，両者の相対的強さに応じて，感情の持続に明示的な差異
が出る，すなわち，脳が強いとより明示的でなく，筋肉等が強いとより明示
的になる（Bain１８５９：２２９－２３１；Bain１８６５：１９１－１９３）。もちろん個人差も
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あり，それは脳の構成の差異に依拠している（Bain１８５９：２３１－２３２；Bain
１８６５：１９３－１９４）。この個人差が人によって好む感情の傾向を生み出し，さ
らに反復と習慣がその傾向を強化する（Bain１８５９：２３２－２３５；Bain１８６５：
１９４－１９７）。アルコール，タバコ，薬物や麻酔も感情の持続に影響する
（Bain１８５９：２３５－２３６；Bain１８６５：１９７－１９８）。次に観念的感情を維持する
心的要因として，複数の感じが連合形成して一方が無くなっても他方の現前
で復活することがありうる（Bain１８５９：２３８－２４０；Bain１８６５：２００－２０２）。
観念的感情は実在のものの感情よりも優位である。過去の思い出に現実を
忘れることがしばしば起こるから（Bain１８５９：２４０－２４１；Bain１８６５：２０２－
２０３）。あまりに観念的なものが勝ちすぎると白日夢や幻覚になるが，適度な
ら想像として快を与える（Bain１８５９：２４１－２４３；Bain１８６５：２０４－２０５）。そ
のため，あるべきものとしての観念が現実に強い影響を与え，倫理や道徳，
宗教的感情になる（Bain１８５９：２４４－２４６；Bain１８６５：２０６－２０８）。美術もま
た，観念を重要な要素としている（Bain１８５９：２４６；Bain１８６５：２０８）。
同感と模倣に並んで観念的感情も，芸術および倫理道徳との関連で重要で
あるとベインは考えていた。このことがこの２つの章が複合感情を扱う前に
置かれた理由である。
第３項 美術の感情
最後の２つの感情族の１つ目，「美術の感情」あるいは「美的感情（the
aesthetic emotions）」は『感情と意志』初版と第２版共に第１４章を占めて
いる。一般論については両版でほぼ同一で，各論において変更されている程
度である（Bain１８５９：２４７－２８５；Bain１８６５：２１０－２５３１３））。
美は快であるが，飲食のような純粋に身体的快ではないものである（Bain
１８５９：２４７－２４８；Bain１８６５：２１０－２１１）。ならば，そもそも美とは何である
か。これまで２千年の哲学的思索は失敗した，とベインは見なす。その失敗
の原因は美に共通する形質を求めたからである。むしろ，現在では美には複
数の原因があると認められるようになった，とベインは言う，それは運動や
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熱が複数の原因で引き起こされるのに結果は同じものになるのと同様であ
る，と（Bain１８５９：２４９－２５１；Bain１８６５：２１３－２１５）。全てが美に関係する
わけでもない一群の様々な形質（至高性，美（Beauty），優美さ（Grace），
等々）が美的形質の範疇に入る（Bain１８５９：２５１－２５２；Bain１８６５：２１４－
２１６）。ベインの「美しいもの」についての見解はのちのヴィトゲンシュタイ
ンの言う家族的類似性に基づく集合に似ている。美に関して包括的一般性が
成り立たないことをベインは再度強調する。その上でこの部分での目的は美
を感じさせる複数の第一原因（prime-movers）のカタログ作りだ，と言う
（Bain１８５９：２５２－２５３）。第２版ではここが美的「効果（effects）」のカタロ
グ，と言い換えられる（Bain１８６５：２１６）。後の各論部分で項目に挙げられ
るのは美の原因だが，論じられるのはその原因による効果なので言い換えた
のだろう。第３版でも第２版の表現が引き継がれる（Bain１８７５：２２８）。
各論では，音楽の美について（Bain１８５９：２５８－２６３；Bain１８６５：２２２－
２２６），視覚的な美について（Bain１８５９：２６３－２７３；Bain１８６５：２２７－２３７），
至高・偉大なものの美について（Bain１８５９：２７３－２７７；Bain１８６５：２３７－
２４１），自然物（人間を含む）の美について（Bain１８５９：２７７－２８２；Bain
１８６５：２４２－２４７），最後に美とは関係なく笑いと嘲笑について（Bain１８５９：
２８２－２８５；Bain１８６５：２４７－２５２）１４）と続く。このうち初版と第２版に違いが
ある部分は，ドイツの研究者（音に関してはヘルムホルツ（Hermann von
Helmholtz，１８２１－１８９４），視覚的調和に関してはヴント）やスコットラン
ドの芸術家D. R．ヘイ（David Ramsey Hay，１７８９－１８６６）の見解を利用し
た増補である。
比較的わかりにくい「至高（sublime）」の感情について。これは偉大な力
（might），エネルギーあるいは力（force）を持つものや現象を対象とする。
具体的にはアルプス山脈，星空，大海原，火山の噴火等自然の圧倒的力や，
見晴らしの良さなどの大きな空間に関するもの，時の流れを感じさせる遺跡
や地形，すばらしい人間（ニュートン，アリストテレス，ホメロス，シェイ
クスピアなど）である。それらの対象はその巨大な力で我々に高揚感を与え
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る一方で，自らと比較することで（自らの小ささを知ることで）ある種の苦
ももたらす，とベインは言う（Bain１８５９：２７３－２７７；Bain１８６５：２３７－
２４１）。宗教的なモチーフとなりそうなこの主題をベインは非宗教的に論じ
る。雄大さや美の陰に創造主を想定していないのである。
第４項 倫理的感情
ベイン感情論の最後の族は「倫理的感情（The ethical emotions）」であ
る。倫理と感情との関係は重要であり，それだけのテーマで論じるべき主題
だが，ベイン感情論を概観するこの論文ではベインの見解を最小限にまとめ
ることだけにする。『感情と意志』初版と第２版共に最終章である第１５章で
扱われている。構成内容共に両版で一部を除いてほとんど変更はない（Bain
１８５９：２８６－３２３；Bain１８６５：２５３－２９４）。
ベインは，道徳感覚について論じる前に，道徳性（morality），義務
（duty）等を作るものが何かを解明しようとする。それは罰則（punish-
ment）である。社会（共同体）と法，およびそれらが内化した良心（con-
science）という３つの権力が罰則によって悪い行為を閉め出すことになる。
心理学では最後の良心について論じることになるだろう。罰則が道徳的過ち
を示す特性となるなら，なぜそのような禁止が為されるのだろうか，という
疑問が生じる（Bain１８５９：２８６－２８７；Bain１８６５：２５３－２５４）。基準を理性や
事物それ自体，あるいは神の意志に帰する人々もいた（Bain１８５９：２８７－
２８８）。道徳思想史の要約に相当するこの部分だけが初版と第２版の違いであ
り，第２版では大幅に増補されている（Bain１８６５：２５５－２５６）。これらはま
とめて批判されるのであり，ここではベインの意見を聞くために先を急ご
う。
次にベインが挙げる先行理論は利己心に基づく道徳システムである。ベイ
ンは名前を挙げないが，オランダ生まれでイングランドで活躍した医師で思
想家のマンデヴィル（Bernard de Mandeville，１６７０－１７３３）が想定されて
いるのだろう。利己心のみで結果的に社会的道徳が保持されるという考え
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は，愛情（アフェクション）と同感に基づいた無利益（disinterestedness，
この場合は見返り無しの他者への好意的行動）を認めるベインには受け入れ
られない。逆に，無利益な反感（disinterested Antipathies，自らには何の
利益にもならない他者への攻撃など）が存在することは，全てが自己の利益
のためと考える利己心理論に合致しないことになる（Bain１８５９：２８９－
２９０；Bain１８６５：２５８－２５９）。
そして，道徳感覚論である。これは人間には善悪を見分ける能力があると
いう，道徳感の生得説である（Bain１８５９：２９０；Bain１８６５：２５９）。スコット
ランド啓蒙主義における道徳論によく見られた生得説はしばしば批判を受け
てきた。これを近年新たに鍛え直した人物としてベインが言及するのはウィ
リアム・ヒューエル（William Whewell，１７９４－１８６６）である。ベインは
ヒューエルの１８４５年の著作『道徳性原論』（Whewell１８４５）の一部を引用
し，良心が道徳の規準としては頼りないというヒューエルの主張を明らかに
する。その上で，ヒューエルが客観的な道徳の規準あるいは抽象的な真理の
ようなものがあると信じているのだ，と断言する。しかし，ベインの考えに
よると，抽象的な真理のようなものは言葉の彩であって，実際には他者が真
理と判断したものを受け入れているに過ぎない。自分が正しいと認めた命題
も含めて，全ての命題は誰か人間の信念（belief）であり，人間を超越した
抽象的真理は存在しない。しかも，信念は個人のものであって普遍性がな
い，という相対主義的な主張にベインは行き着く。ただし，信念の感じ（内
容ではなく）は万人に共通である。ここから，普遍的良心というものは存在
せず，良心は個人的なものということになる（Bain１８５９：２９０－２９９；Bain
１８６５：２５９－２６８）。
こうしてヒューエルの意見を退ける一方で，普遍的道徳規準がないなら，
あらゆる時代と国々のそれぞれの共同体では道徳的判断が一様であること
（uniformity）の理由が改めて問われることになる。それは社会の必要性
（個人の安全や所有の承認など）が共通しているから，そして感情的な制約
が共同体構成員に課されている（逆に言えば，制約を共有する人間が同じ共
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同体に属していることを確認できる）からである（Bain１８５９：２９９－３０２；
Bain１８６５：２６８－２７１）。ここでようやく感情の話が出てくる。感情的な制約
とは，好みや嫌悪について共有の言葉（terms of communion）で語り，罰
則で禁止することである。たとえば，ムスリムの女性がスカーフで顔を隠す
こと，古代ギリシャ人が聖なる行事としてワインを飲むことなど，社会的な
必要性からではない（と少なくともベインが考える）責務である。これは明
らかに文化・時代で共通しないものがある。道徳の普遍主義がベイン独自の
道徳基礎論によって否定されたのである。
その後，アダム・スミスの道徳論が短く論じられる。『道徳的センティメ
ントの理論』（Smith１７５９）における正義の基準は「公平で事情をよく知る
観客の同感的感じ（the sympathetic feelings of the impartial and well-in-
formed spectator）」に置かれる。その観客も，判断できるからには独自の
道徳律をあらかじめ持っていなければならない。ならば，同感する場合は，
自らの道徳律と共鳴する部分を大きく判断することになるだろう。ベインは
spectatorを「観客」と理解し，舞台演劇の比喩で語り出す。役者の不幸は
おもしろい見世物だ。観客は役者の幸福のために判断できるだろうか，と
（Bain１８５９：３０２；Bain１８６５：２７１－２７２）。
スミスの観客理論でも，やはり道徳律が必要で，それは何らかの源泉から
生じる必要がある。直前に論じた道徳判断の２つの基準のうち，最初の「社
会の必要性」との関連でベインは功利主義の道徳論を取り上げる。功利主義
は道徳の規準を個人の外（共同体や社会）に置く点で道徳感覚論と対立し，
社会全体の善を考え個人の利益を一般善に従属させる点で利己主義理論とも
対立する。功利主義の言う有用性にしても，その質的差異は認めなければな
らない（Bain１８５９：３０２－３０５；Bain１８６５：２７２－２７５）。さらに，社会全体の
有用性のために個人の自由が制限されるという功利主義は，個人の自由を尊
重する方向で逆に制限されねばならない（Bain１８５９：３０５－３０７；Bain
１８６５：２７５－２７８）。ベインが参照する功利主義者はベンサムとジェイムズ・
ミル（James Mill，１７７３－１８３６），およびウィリアム・ペイリ（William
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Paley，１７４３－１８０５）であるが，大まかにジョン・ステュアート・ミル（John
Stuart Mill，１８０６－１８７３）の考えに沿っている。
ここまでの考察によってベインが結論づけるのは，現存する道徳律が功利
性と感情に基づいているということである。功利性に基づく道徳律はだいた
いどの社会にも通用する（人間・財産・名声の保護，正義と正直の保持，弱
者の保護等々）が，感情に基づく道徳律や法はしばしば文化的差異がある
（Bain１８５９：３０７－３１０；Bain１８６５：２７８－２８１）。ベインは感情に基づく道徳
律に若干批判的だが，事実であるので否定することはない。むしろどのよう
にして道徳律が定められるかということを考察する。道徳律の立法化（en-
actment of moral rules）である。宗教に起源を持つ道徳律は，ヨーロッパ
では専制的な世俗権力がそれに変更を加えた。道徳的基準とは，「その時代
に道徳的で正当な権威をまとった人物から派生するものとしての，現存する
社会の法令」（強調は原文，Bain１８５９：３１１；Bain１８６５：２８１），つまり，歴
史的構築物である。ベインは，現実の道徳律の成立過程を調べることが，空
想上の道徳律をもてあそぶより役立つと考える（Bain１８５９：３１０－３１２；
Bain１８６５：２８０－２８２）。たとえば，かつて奴隷制度には何の問題もなかった
のに，現在ではその制度への嫌悪は頂点に達している。この変化の歴史が充
分調べられれば，現在の道徳律がどのようにして得られたかが理解できる
（Bain１８５９：３１２；Bain１８６５：２８２－２８３）。ただし，それを理解してどうする
のかをベインは語らないが，それが将来の道徳律の改廃に役立つと考えてい
るのだろう（Bain１８５９：３１２－３１３；Bain１８６５：２８２）。
社会・共同体における道徳律という，一見心理学とは関係ないような問題
を先に扱ってから，ベインの論は良心（conscience）へ進む。理由は，ベイン
の考えによると，外的な規律が内化したものが良心だからである。これは，
上記の道徳感覚論者やドゥーゴールド・ステュアートのような心の中にあら
かじめ道徳の能力があるという人々の意見と対立する。ベインは，心の外部
の統治が心の内部で模倣される，と考える。もちろん，心は完全な白紙状態
で始まるのではなく，社会的義務を遂行するように仕向ける心の原始的衝動
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（primitive impulses）は存在している（同様に禁じられた行為を行おうとす
る衝動もあらかじめ存在しているが）。それは道徳感覚といったものではな
く，愛情（affection），同感や社会の安寧と共通する関心に基づく，または
第２版では思慮あるいは自己利益と見返りのない行為へと駆り立てる同感に
基づく。これらは良心ではない。良心はあくまで模倣され内化された道徳律
である。ベインはその発達の記述としてジェイムズ・ミルを引用しつつ，自
らの見解も記している。まず，子供は保護者に服従させられ，不服従は罰せ
られる。この苦と一定の行為が連合することが第一段階である。苦は苦を避
ける嫌悪となり，逃避行為の習慣化と共に義務感（この場合は〈～してはな
らない〉，という意味の義務感だろう）へと発達する。これにさらに愛され
たものへの加害への恐れという感情が加えられる（第二段階）。そして，な
ぜある種の行為が禁止されたのかという理由を理解することでさらに上の段
階（第三段階）に進む。最後に，同感と理性が成熟することで良心は完成さ
れる（Bain１８５９：３１３－３１６；Bain１８６５：２８４－２８７）。ベインは良心を，ソク
ラテスのダイモーンのように，禁止・抑制するものと考えている。ともか
く，こうして発達する良心は教育に依存するので多様性がある，つまり人に
よって違うし，全て幼児期の外的規律から生まれるのではなく，大人になっ
て自ら独自に考え出す道徳律もある（Bain１８５９：３１６－３１９；Bain１８６５：２８７
－２９１）。
最後の話題は，他者の行為への道徳的判断の説明である。自分が自分に
とって禁じられた行為を行おうとしたら感じる嫌悪や不快を，同じことをし
ている他者にも感じる。嫌悪の起源は加えられた罰則だったので，それを
行った他者に対しても罰を加えようとする気持ちになる。他方，他者の行為
が賞賛されるべきものである時には，讃辞と記念碑的思い出で報いることに
なる。ただし，善行も自己犠牲も「人生の保存塩」であって，多すぎること
が良いとは言えない（Bain１８５９：３２１－３２３；Bain１８６５：２９２－２９４）。
以上がベインの，感情論の枠内での道徳理論であった。
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『感情と意志』第２版までのベイン感情論を外観した。第３版での変更に
関しては別論に譲る。
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注１）これについては，本論文第１節第２項参照。
２）ベインは，若い頃力学・物理学に関心を持ち，初期に公表した論考には電磁気学
に関するものもあった（Chambers's Educational course （Edinburgh，１８４８）に
「天文学」と「電気学」の項目を書いている，Bain１９０４：４２６）。同時代の電磁気学
を理解している，とは言えないまでも，例に挙げられる程度には知っていたのであ
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３）ただし，第３版では，拡散の法則は２番目に重要なものとされ，第１番目は相対
性の法則である（Bain１８７５：３－４）。
４）『感覚と知性』の該当部分は初版から第４版までほぼ同じなので，初版の頁数の
みを挙げる。
５）心的現象の基本に快苦を置くのは功利主義の伝統である。ただ，ベインは，ウィ
リアム・ペイリの『道徳政治哲学の諸原理』（初版１７８５，Paley１７９９）を引用して
快の連続と強度だけで人間の幸福の品目を区別するやり方を批判している（Bain
１８５９：２６；Bain１８６５：１１－１２；Bain１８７５：１０）。功利主義の伝統を批判的に継承し
ているわけである。
６）初版と第２版は文言もほぼ同じだが，第３版は異なる。しかし，内容は大まかに
同じである。
７）初版と第２版は文言もほぼ同じだが，第３版は異なる。しかし，内容は大まかに
同じである。
８）ナーロウスキの著作：Joseph Wilhelm Nahlowsky, Das Gefühlsleben, dargestellt
aus praktischen Gesichtspunkten . Leipzig: Louis Pernitzsch，１８６２。ヴントの著
作：Wilhelm Wundt, Vorlesungen über die Menschen- und Thierseele . ２Bde.
Leibzig: Leopold Voß，１８６３。ベインはドイツ語原書を当たっている。ヴントの著
作にはその第２版（１８９２年）からの英語訳があり，その英語訳からの日本語訳が
ある（寺内穎訳『人類及動物心理学講義』全２巻 東京：集英堂，１９０２）。
９）おそらく，生命エネルギーが神経エネルギーとして消費されるので，調和的な場
合は闘争的な場合よりも生命エネルギーの現象が少ない，ということなのだろう。
１０）カーライルの講義は１８４０年に行われたが，出版は翌年。ベインには珍しく引用
に頁数（p．１０）をつけているが，その頁と合う版を私は見つけることができな
かった。ちなみに以下の版の１１－１３頁である：Thomas Carlyle, On heroes, hero-
worship, & the heroic in history. Six lectures. Reported, with emendations and ad-
ditions. London : James Fraser，１８４１。
１１）Sympathyには「共感」を対応させるべきかもしれないが，今日「共感」はem-
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pathyと対応させられることが多い。本来ならばempathyには「感情移入」という
語が対応するべきなのだと思うのだが。Sympathyに「同感」を対応させるのは，
功利主義に関する日本語の研究書でしばしば見かけられるやり方である。
１２）ベインと骨相学に関しては，本間２０１３a：註３３；Flesher１９８６：１１０－１１６。
１３）この章の最後の脚註が頁を超えて次の第１５章の最初の頁に脚註としてはみ出し
ているために，第１５章の頁番号と重なっている。
１４）ベインの笑いと嘲笑論については，イングランドのラフバラ大学の心理学者マイ
ケル・ビリッグによって扱われている（Billig２００５）。
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In this paper I examine the theory of emotion in The Emotion and the
Will (first edition 1859, second 1865) by Alexander Bain (1818-1903). In
Section 1, I make Bain’s definition of ‘emotion’ and its relation to ‘feeling’
clear. In Section 2, I examine the classification of emotion ‘families’ by Bain
and its difference in the first and second editions. Bain divided emotion
families into ‘simple emotions’ and the others (in this paper provisionally
called ‘complex emotions’). In Section 3, I deal with the simple emotions in
turn. In the first edition of The Emotion and the Will, Bain merely classi-
fied and listed them. But in the second edition, he introduced two laws or
principles as a guide to his classification: the law of harmony and conflict
and the law of relativity. In Section 4, I treat the complex emotions (aes-
thetic emotion and moral emotion). Bain’s moral theory is based on utilitari-
anism, but gives an important role to emotions.
Alexander Bain’s Theory of Emotion（1）
The Emotion and the Will,
first and second editions
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アレグザンダ・ベインの感情論（１）
『感情と意志』初版と第２版
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